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落下物回収総数

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車によって回収される落下物数

(個数)

安全かつ迅速な落下物処理方法の開発 
 

中部地方整備局 中部技術事務所 機械課 古川 健作   
1 はじめに 
 直轄国道の機能維持、利用者の安全確保を目的に国道事

務所では毎日道路巡視を行っているが、巡視中に道路上の

落下物を処理する頻度は非常に高い。道路交通に支障とな

る落下物は迅速に回収する必要があるが、その回収作業は

パトロール車を降りて通行車輌が途絶える合間に落下物を

回収する危険な作業であるため、巡視員にとって大きな負

担となっており改善が望まれている。 
 そこで、道路巡視中に行う落下物処理において、より安 
全で迅速な対応が可能となる技術等が必要である。 
 
2 道路巡視中に行う落下物処理の現状 
 道路巡視中に行う落下物処理の現状把握のため、中部地方整備局管内直轄国

道の維持管理を担当している全 25維持出張所に対して現場実態調査を行った。 
2．1 自動車専用道での落下物回収作業 
 写真－2 に示すように、安全に充分注意しながら作業して
いるものの、自動車専用道での落下物回収作業は高速で走行

する車輌が途絶える合間に本線上を横断して行う危険な作業

となっている。 
2．2 パトロール車にて回収する落下物について 
 調査結果から、落下物全体の約 8割を巡視中のパトロ
ール車で回収していることがわかった(図－1)。また回収
している落下物の個数･種類についても整理を行い、落

下物処理の実態等が明らかとなった。さらに、回収落下 
物について詳細に分析した

ところ、落下物の回収方法

として一人で運ぶ場合が多

く、落下物の寸法も 1.5m
以下の長さのものが多いこ

とが分かった。以上の結果

から、パトロール車による

回収落下物は比較的軽くて

小さいものが多いことが分

かった(図－2)。 
  図-1 落下物の種類とパトロール車での落下物回収実績 

 

写真-2 落下物回収状況 

写真-1  

道路巡視中に行う 
落下物回収作業 



図-2 落下物の回収方法と大きさ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．3 パトロール車にて回収する落下物処理について 
 道路巡視中のパトロール車から降車して通行車輌が途絶える合間に落下物を

回収している現状の落下物処理方法を改善するために 
①パトロール車に乗車したまま、 
②パトロール車を停車させずに、 

落下物回収が可能になれば、巡視員の負担軽減や安全性向上が期待できる。す

なわち、①②を可能とする方法としてパトロール車に装備可能な｢落下物収集装

置｣の開発導入が非常に有効である。また、落下物収集装置の活用について、単

独で活用するよりは、様々な技術を組み合わせることで、安全性および迅速性

の向上が期待できる。そこで、安全性向上が期待できる技術として後続車輌へ

の注意力の喚起向上による追突事故等の防止を狙った｢視認性が良い表示板｣の

導入検討や、迅速性向上が期待できる技術として落下物情報を共有することに

よる落下物対応の作業の効率化を狙った｢情報通信技術活用｣の技術検討を行う。 
 
3 安全かつ迅速な落下物処理方法の検討 
3．1 落下物収集装置の開発 
3．1．1 落下物収集装置の開発目標 
 道路巡視中における巡視員の負担軽減や安全性向上が期待できる落下物収集

装置は、パトロール車に装着することで効果を発揮するが、パトロール車への

装着の際はスペースの制約等が考えられる。そこで道路巡視中に回収している

落下物は比較的軽くて小さいものが多い実態調査結果から、回収頻度が高い｢木

片類｣｢金属類｣｢プラスチック片｣等を回収ターゲットとした収集装置を開発す

ることとした。 
3．1．2 落下物収集装置の試作 
 落下物収集装置の開発にあたっては、装置設置位置検討･縮小モデル試験･プ

ロトタイプ試験等を実施した。その結果から、収集装置はパトロール車フロン

トバンパー下部に装着し、低速走行にて落下物を｢すくう｣方式とした(道路巡視
走行時の装置は格納状態)。また、装置で回収した落下物は安全な場所でパトロ
ール車に積み込む手順とした。 

落下物の回収方法

１人で
運ぶ
41%

２人で
運ぶ
54%

その他
　5%

落下物の大きさ

1.5ｍ以下　81%

　その他
　14%

5% 2ｍ以上



3．1．3 落下物収集装置の性能確認試験 
 性能確認試験ではパトロール車として多く使わ

れている車輌に試作装置を装備し、パトロール車と

しての走行安定性･回収性能等について確認した。

フィールド試験においては、落下物の重量や重心の

位置によっては回収できない落下物もあったが、実

際の現場で回収頻度が多い｢木片類｣｢金属類｣｢プラ

スチック片｣等の回収を確認することができた。 
3．1．4 落下物収集装置の導入効果 
 フィールド試験結果から、回収 
できた落下物と回収できない落下 
物について考察し、落下物収集装

置の導入効果について検討した。

検討にあたっては、落下物回収実

績表を用いて、収集装置で回収が

期待できる落下物の数から負担軽

減割合を算出することとし、導入

効果算出対象モデルとして自動車

専用道を管理している出張所にお

いて検討した。ここで示す落下物

総数1,312個(図－3)は道路巡視中
に巡視員が回収した落下物数であ 
り、この事務所のパトロール車に落下物収集装置を装備することで、｢木片類｣

｢プラスチック片｣などフィールド試験で回収が確認できた落下物は実際の現場

でも収集装置で回収できると期待できる(フィールド試験にて回収できた落下
物はいろいろな条件制約が発生する実際の現場で半分程度回収可能と仮定して

算出)。その結果、巡視員が回収していた作業のうち約 3割程度の負担軽減が予
測できる。 
3．2 安全性向上技術(視認性向上 LED表示装置)の導入検討 
 落下物収集装置にてパトロール車に乗車したまま落下物回収が可能となった

が、収集装置の使用の際は走行しながらの落下物回収となるため、より一層の

追突防止対策が重要となる。また、現場実態調査結果の中にもパトロールに搭

載されている表示装置の改善要望もあった。そこで、表示装置について調査し

たところ、白色表示が可能で視認性が向上する LED表示装置が様々な場所で活
用されており東京駅ホーム等でも導入されている(写真－5)。 
 
 
 

写真-3 落下物収集装置試作機 

写真-4 フィールド試験 

図-3 落下物収集装置の導入効果検討 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180
毛
布

板
･
ﾌ
ﾟ
ﾗ
等
の
ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾔ
片

ｼ
ｰ
ﾄ

木
片

ｺ
ﾞ
ﾑ
片

ﾋ
ﾞ
ﾆ
ｰ
ﾙ

段
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ

工
事
備
品

ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
･
ﾜ
ｲ
ﾔ
ｰ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

車
装
備
品

金
属
片

ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾌ
ﾟ
･
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

動
物
死
骸 紙

発
泡
ｽ
ﾁ
ﾛ
ｰ
ﾙ

衣
類

寝
具

ゴ
ミ

ﾏ
ｯ
ﾄ

ｶ
ｰ
ﾃ
ﾝ
･
ｶ
ｰ
ﾍ
ﾟ
ｯ
ﾄ

ﾎ
ｲ
ｰ
ﾙ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｰ

麻
袋 石

そ
の
他

歯
止
め

空
き
缶 傘

ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ

168

147
139

111
103
94

70 67 67 66 63

34
26 24

18 18 15 15 12 10 9 8 8 6 6 3 2 2 1

(個数)

パトロール車が回収した落下物(1,312個)

落下物収集装置にて回収が期待できる落下物(418個)

自動車専用道を管理する出張所において
パトロール車が回収した落下物実績(平成15年度調査結果)



  
 
 
 
 
 
 
現在パトロール車に装備されている LED表示装置と視認性向上 LED表示装

置の性能比較を行ったところ、輝度が大きくなるだけでなく、視認角度が広が

ることも分かった。このような表示装置をパトロール車に導入することで作業

中の追突防止対策の１つとして効果が期待できる。 
3．3 迅速性向上技術(情報通信技術)の技術検討 
 パトロール車で回収できない落下物は道路

維持作業車等と連携し落下物処理を行ってい

るが、円滑で迅速な情報伝達により迅速な落

下物対応が期待できる。そのための技術例と

して、｢道路情報集配信システム｣･｢無線 LAN
システム｣･｢ロケーションシステム｣などがあ

る(図－4)。これら情報通信技術による迅速な
情報伝達によって道路維持作業車との連携強

化が期待できる。 
3．4 まとめ 
 落下物収集装置･視認性向上 LED表示装置･情報通信技術を導入により、安全
で迅速な落下物対応が期待できることがわかったので、これらの技術を現場で

活用できるよう導入検討資料等をまとめた。これらの技術を現場で活用するに

あたっては、各管理区間の現場条件等を考慮し、必要な技術のみ選択･導入する

ことも可能である。 
 
4 安全かつ迅速な落下物処理方法 
本検討においては、落下物処理の現場実態調査に基づき落下物収集装置を開

発し、落下物回収作業の安全性や迅速性が向上する視認性向上表示板の導入検

討や情報通信技術の活用について検討した。特に、落下物回収装置と視認性向

上表示装置は配備中のパトロール車にも改造により装備できるので、低コスト

により導入可能なことから導入効果が期待できる。今後、落下物収集装置と視

認性向上表示装置については、実際の現場での現場適応性試験等の実施や、今

回の検討対象以外の車輌での導入検討など、継続して検討を進めていきたい。 
最後に、本開発にあたりご指導･ご協力いただいた関係各位に深く感謝の意を

表し、お礼申し上げます。 

図-4 情報通信技術活用

イメージ 

写真-5 東京駅新幹線ホーム時刻表示装置 

写真-6 視認性向上 LED 表

示装置の採用イメージ 


